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TEL 06-6190-9513 

イベント情報・コラム（高木家の日常）はHPに掲載しています！ 
http://www.esaka-esc.jp/ 

『福祉と企業のすきま』 
～福祉が送り出す人材と企業の求める人材とのすきま～ 

 7月28日、16回目の障がい者雇用を考える昼食

会を開催し、7名の方にご参加いただきました。 
 

 コミュニティキャンパスは、「学ぶ」「働く」

「生きる」の3つの考えを軸に、様々な面から障が

い者の地域生活を応援する福祉施設です。 

 その中で就労支援を行う事業所であるコミキャン

就労総合センターは、自身で運営する飲食店での

販売や調理といった業務、地域のスーパーでの実

習などを通じ、利用者への就職に向けての支援を

行っています。 
 

 そんな就労総合センターで支援者として働いて

こられ、この4月からサービス管理責任者になった

濱田さん。以前は営業マンをしていましたが、高

齢者のデイサービスでの経験から福祉に興味をも

ち、障がい者支援に携わるようになったそうです。 

これまでに多くの利用者の就職の後押しをされて

きましたが、その中で福祉と企業の「すきま」を

感じることが多かったといいます。 

社会福祉法人 コミュニティキャンパス コミキャン就労総合センター  

サービス管理責任者 さん 

その後、お弁当を食べながら、参加者全員で意

見交換を行いました。 
  

「生き方、働き方について、選択の幅があること

が大切だ」 
 

「“生きる”という根幹の部分をサポートする姿勢

が素晴らしいと思った」 
 

「周囲に理解を求めるアプローチも大切だが、当

事者側が理解してもらえるために大切なことにつ

いて考えることも同時に必要だと思う」 
 

といった意見があり、定刻後も全員がその場に残

り想いを語り合いました。参加者の意見について、

濱田さんや当社代表の髙木が経験談を踏まえて見

解をお話しする場面もありました。 

 濱田さんは、そのように感じた事例について具体

的にいくつか紹介し、企業側の障がい者就労や当事

者に対する理解のなさを感じてきたと話されました。

さらにそのことを踏まえ、 

と熱い想いを語り、話を締めくくりました。 
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 経営理念「誠意」「信用」「満足」を胸に、北摂エ

リア不動産コンサルティング業務を通じ土地の有効活

用を提案し、地域ナンバーワンを目指している平井さ

ん。 

 平井さんは、クレーム等が発生した際に、その失敗

を事例化し、共有化することにより、社員から会社ま

で成長できると考えています。  

 今回は、失敗の具体的な事例と共有方法、その結果

による社員の成長、ガンバリについてお話しいただき

ます。  

『失敗の共有化』が『社員のガンバリ』を生む！！  第79回座談会  

江坂リアルティ株式会社 代表取締役社長 平井 克典 さん 

9月 15日(木) 18:30～20：30 
参加費3,000円（会員2,000円） 

【以降の座談会】 
第81回： 10月12日（水）18：30～20：30 

第82回：11月  9日（水）18：30～20：30 

参加費：3,000円（会員：2,000円） 

■テーマに沿って様々な業種の方々が語り合います。 

【事業所見学会】 
第40回： 9月 9日（金）10：00～12：00 

第41回： 10月 7日（金）10：00～12：00 

参加費：1,500円（会員：1,000円） 

■代表取締役の高木が直接、設立の経緯やビジョンを伝え、

働いている社員の姿を見ていただき質問ができます。 

【経営指針実践交流会】 
第4回：  9月 28日（水）18：30～20：00 

参加費：3,000円（NPO会員：無料） 

■実際に経営指針を作成している経営者の方が自社の経営 

指針について発表し、意見を交換します。 

誠意・信用・満足 

株式会社江坂-起業家支援センター 

第80回座談会 

10月 12日(水) 18:30～20：30 
参加費3,000円（会員2,000円） 

『社員を教育する＝ 

 仕事をできるようにする？？』 

 

 日山さんは今年の6月に、

当社の職業指導員として入

社しました。支援スタッフ

として、社員が持っている

“夢”の実現を応援しながら

社員教育に務めていますが、

社員にどう接していくか、

そもそも「教育」とは何な

のか、と考えております。 
 

 また、前職である人材

サービス業での経験を通じ

て「仕事ができる」という

ことはどういうことかにつ

いても考えてきました。 
 

 仕事ができるようになっ

たら、障がいは関係がなく

なる？ 制度や法律も関係

がなくなってくる？ 

 

 社員教育について、今まで
日山さんが疑問に思ってきた
こと、考えてきたことについ
て、皆さんで意見交換を行い
ませんか？ 

 


